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 要  旨 
現在は無線端末の普及に伴い，無線通信は身近な技術となってきている．無線通信の応用形態
の一つとして，無線マルチホップ通信について盛んに研究されている．無線マルチホップ通信で
は，コンピュータ等の無線端末接続に広く用いられている IEEE 802.11 無線 LAN 技術を用いなが
ら，複数の中継ノードを通して相互に接続する形態である． 
現況では，インターネットで用いられる高信頼性データ通信プロトコルとして TCP が採用され
ているが，TCP が元々有線ネットワークのために設計されているため，パケットロスは輻輳があ
ったとして，制御される．そのため無線リンクでのパケットロスは，輻輳があるとして TCP は制
御し，スループットが低下する問題を引き起こす．この問題は，マルチホットネットワーク中で
はより問題となる．先行研究で，無線リンクでのパケットロスを防ぐため，MAC 層の再送機能を
最大限利用することで，TCP の不必要な制御を抑制する．Link Logic 層と MAC 層のレイヤ間にあ
るキューを改良することにより実現されている．キューに入った先頭パケットをコピーし，コピ
ーしたパケットを送信することで，MAC での再送で対応できない場合でも，パケットロスを防ぐ
キューの管理方式が提案されている．しかし，パケットロスがおきないため，TCP の輻輳ウィン
ドウが大きくなりすぎ，パケットがネットワーク内に滞留する問題が起きる．TCP の ACK が届か
ずため，輻輳状態を通知するフィードバック機能が動かないため，タイムアウトが発生し，スル
ープットの低下が起きる問題がある． 
本論文では，再送回数の制限と，各ノードのバッファサイズを変更することで，パケットの滞
留を防ぐことを検討した．有限再送制御はパケットのキューの先頭のコピーを有限回に制限する
ため，RTS 再送を利用して，再送回数を制御する．さらにタイムアウトの発生を防ぐために，TCP
ウィンドウサイズとキューの長さを変更させ通信品質への影響を評価した．チェーンポロジのマ
ルチホップ無線ネットワークスループットの公平性，パケットロス率などを考察した．有限再送
がある場合とない場合のキュー管理方式を比較した． 
 
 
